
・主要施策，事務事業 平成２８年度恵山支所運営方針（年度評価）

担当課 評価 評価の説明

１　水産業振興への取り組み

生産基盤施設となる漁場の整備促進を図ります。 産業建設課 Ｂ 北海道と連携し，事業計画どおり実施された。

資源の増大・有効利用対策として，引き続き養殖コンブの種苗生産支援
やウニの移殖放流を促進するとともに，ウニ・ナマコの種苗放流につい
ても取り組みを継続します。

産業建設課 Ｂ えさん漁業協同組合と連携し，事業計画どおり実施された。

２　観光振興への取り組み

道の駅「なとわ・えさん」における物販部門等を充実させるとともに，
恵山海浜公園全体の魅力の向上を図ります。

産業建設課 Ｂ
レストランについて，期間営業ではあるが，営業を再開すること
ができた。

恵山つつじ公園一帯を核とした観光振興施策を検討し，広域観光の振興
を目指します。

産業建設課 Ａ
ワーキンググループにおける提案を実施して，集客を図る第一段
階の環境整備を行い，恵山の魅力向上を図った。

３　住みよい生活環境づくりの推進

地域住民への迅速かつ適切な情報提供と地域審議会や町内会長，住民と
の意見交換等により住民ニーズを把握することに努めます。

地域振興課 Ｂ
広報紙や防災無線による情報提供を行うとともに，町内会ごとに
懇談会を開催し，住民のニーズの把握に努めた。

地域のコミュニティ活動の維持と住民協働を促進するため，住民自治組
織などの地域活動を支援します。

市民福祉課 Ｂ
住民組織の活動に対し，行政および各団体との連絡調整などの支
援を行った。

地域の交流活動拠点施設である恵山コミュニティセンターの管理運営の
円滑化を，指定管理者である恵山地区町会連合会と共に図ります。

市民福祉課 Ｂ
指定管理者と事務連絡を密にすることで，それぞれの役割分担に
応じた管理運営がスムーズになされた。

恵山福祉センターの利便性と安全性の向上に配慮した施設改修を行い，
高齢者等に健康増進の場を提供し，住民福祉の増進に努めます。

市民福祉課 Ａ
計画どおり浴室・脱衣室の全面改修工事が実施できた。これによ
り高齢者等に配慮したより安全な施設となり，住民福祉の向上が
図られ利用者も増加した。

治山事業や道道元村恵山線の改良整備について，計画的かつ着実に実施
されるよう，要請活動や現地対応に努めます。

産業建設課 Ｂ 北海道と連携しながら事業を進めた。

管内の空き家の状況を把握し，住民の安全と環境の保全に努めます。 地域振興課 Ｂ 管内の空家の実態把握に努めた。

４　防災体制の充実

地域振興課 Ｂ 災害発生の可能性がある危険箇所の確認と台帳の整備を行った。

火山や津波をはじめとする災害に関する情報を地域住民と共有するとと
もに，避難訓練の実施などにより災害対策の推進を図ります。

地域振興課 Ｂ
町会ごとに懇談会を開催し，津波避難計画の作成を促進するとと
もに，恵山火山避難計画の説明会や図上訓練を行い，防災意識の
向上を図った。

区　　　　　分

管内危険箇所の巡視等を行い，管内状況の把握に努めます。


